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支
那
工
業
努
働
白
健
生
産
性

第
五
十
四
巻

七
回

骨

盤

七
回

周

究

支
那
工
業
融
労
働
の
低
生
産
性

ー
ー
そ
の
諸
指
標
と
機
械
化
の
低
位
に
つ
い
で
|
|

岡

音日

手リ

良

問

題

の

所

在

一
般
に
生
産
方
法
の
設
建
は
、
同
時
K
第
働
生
産
性
の
増
進
在
意
味
す
る
。

た
、
そ
り
捧
働
生
産
性
白
低
位
た
る
己
占
を
物
語
る
も
の
に
外
た
ら
左
い
。

支
那
工
業
の
褒
遼
段
階
D
低
い
こ
と
は

帥
ち
ま

支
那
近
代
工
業
日
工
揚
制
工
業
白
歴
史
は
、
そ
白
殻
生
白
端
初
か
ら
言
へ
ば
必
宇
し
も
短
〈
は
友
い
が
、
然
し
そ
れ
は
、

一
方
に

於
い
て
植
民
地
的
工
業
自
性
格
を
奥
へ
ら
れ
る
と
共
に
、
同
時
に
い
ま
な
ほ
康
〈
残
存
す
る
封
建
的
諸
閥
係
に
よ
っ
て
多
分
に
制
約
、

さ
れ
て
ゐ
る
。
そ
白
結
果
、
支
那
白
近
代
工
業
は
、
一
牒
近
代
工
業
と
し
て
の
萎
を
・
ど
り
左
が
ら
も
、
そ
の
褒
達
は
著
し
く
阻
害
・

暗
形
化
さ
れ
、
内
容
的
に
は
多
く
白
非
同
叫
代
性
・
後
進
性
を
包
蔵
し
て
ゐ
る
。
我
々
は
己
と
に
支
那
近
代
工
業
の
特
質
を
求
め
る
己

と
が
出
来
る
が
、
そ
こ
に
於
げ
る
労
働
生
産
性
の
低
位
己
そ
、
か
h
る
支
那
近
代
工
業
の
特
質
量
集
約
的
に
反
映
す
る
具
樫
的
表
現



に
外
な
ち
た
い
で
あ
ら
う
。

第
働
の
一
生
産
性

(F。
E
E
Z仙
骨
骨
7
P
F
2
3
と
は
、
生
産
手
段
と
持
働
力
白
結
合
に
よ
る
生
産
能
力
で
あ
り
、
そ
の
測
度
と
し
て
、

一
軍
位
時
間
・
一
崎
労
働
者
賞
り
の
生
産
物
量
が
用
ひ
ら
れ
る
も
の
を
意
味
す
る
。
と
白
揚
合
、
持
働
の
強
度
H
車
位
時
間
に
於
け
る
t

支
出
陣
宵
働
量
の
大
小
に
よ
る
結
果
は
こ
れ
を
匝
別
す
べ
き
で
あ
り
、
郎
ち
持
働
の
生
産
性
を
規
定
す
る
も
白
は
、
生
産
手
段
及
び
持

働
力
の
質
的
危
内
容
で
あ
る
。
ヨ
リ
具
躍
的
に
言
九
山
弘
、
曲
目
働
生
産
性
心
程
度
は
、
生
産
手
段
の
質
的
差
異
、
特
に
持
働
手
段
白
技

， 

術
化
或
U
は
機
械
化
白
内
容
、
並
び
に
眼
目
働
力
の
質
的
差
異

E
基
本
的
要
因
と
し
、
更
に
こ
れ
ら
の
縫
合
・
組
織
化
。
優
劣
忙
依
存

す

る

。

、

そ

れ

故

生

産

性

白

吟

味

は

、

己

れ

ら

白

諸

保

件

の

吟

味

を

行

ふ

こ

と

に

外

主

ら

な

い

。

噌

hゐ

嘉
吉
近
代
工
業
に
於
砂
る
努
働
生
産
性
白
低
位
に
つ
い
て
は
、
既
に
屡
々
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
論
者
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
し
て

J
M

2'し
も
明
確
で
な
い
揚
合
も
少
く
左
い
が
、
一
般
に
一
定
時
聞
に
同
一
物
量
の
生
産
物
を
生
産
す
る
の
に
、
文
一
那
で
は

7
f、
聞

の
曲
目
働
者
を
必
要
す
る
こ
と
は
庚
く
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か

ai事
責
E
モ
生
直
性
白
低
位
を
意
味
す
る
も
の
に
外
島
町事

怒

ら

泣

い

が

、

そ

の

問

題

黙

は

、

次

白

や

う

な

諸

黙

に

求

め

ら

れ

る

。

龍

一

，

産

一
般
に
そ
白
工
業
に
於
け
る
物
的
機
構
の
叫ひ或串飽働努々屡

一以~~~一一一(一

第
一
に
、
己
の
園
に
於
て
も
資
本
制
生
産
方
法
は
次
第
に
護
展
し
て
ゐ
る
と
は
言
へ
、

機
織
化
は
近
代
的
水
準
か
ら
距
る
己
と
な
ほ
少
く
な
く
、
而
か
も
そ
の
蛮
濯
の
基
礎
的
僚
件
が
著
し
く
般
如
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
と

と
、
第
二
に
、
支
那
工
業
弊
働
者
の
紅
代
的
工
業
第
働
者
と
し
て
白
未
成
熟
た
る
と
と
、
第
三
に
、
と
れ
ら
の
生
産
手
段
と
勢
働
力

量
結
合
し
運
倍
す
る
組
織
の
後
進
的
な
る
己
と
|
|
而
し
て
己
れ
ら
の
賄
は
、
部
分
的
に
は
(
特
に
労
働
力
白
問
題
)
在
文
外
園
資
本
に

於
い
て
も
問
題
で
あ
る
が
、
殊
に
民
族
資
本
に
於
い
て
特
徴
的
に
見
ら
れ
る
と
己
ろ
で
あ
り
、
モ
己
に
は
典
型
的
に
支
那
的
危
特
殊

性
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。
問
題
は
と
れ
ら
の
事
貨
を
具
鱒
的
に
捉
へ
、

E
れ
を
理
論
的
に
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
花
ら
う
。

)
 

E
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支
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五
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第
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支
那
工
業
努
働
目
低
生
産
性
'

事'

擁

七
六

七
メE

k
F
亙
十
四
巻

本
稿
で
は
、
然
し
と
れ
ら
の
問
題
の
凡
て
に

F
り
史
左
い
の
で
、
先
づ
、
支
那
の
近
代
的
工
業
持
働
の
低
生
産
性
た
る
事
賓
が
具

程
的
に
如
何
な
る
欺
態
に
あ
る
か
を
示
す
と
共
に
、
右
の
諸
問
題
の
う
ち
差
詰
り
機
械
化
の
低
位
性
に
闘
す
る
問
題
を
封
象
と
し
、

そ
と
に
於
砂
る
特
殊
性
を
明
か
に
し
上
う
と
思
ん
。

問
題
は
、
落
本
的
に
は
支
那
枇
曾
・
粧
品
川
の
特
質
に
由
来
す
る
。
た
Y

T

1

業
界
働
の
生
産
性
の
要
閃
を
規
定
す
る
直
接
的
左
一
般

的
僚
件
に
つ
い
て
一
一
一
日
へ
ば
、
己
の
闘
に
於
貯
る
産
業
費
本
の
未
滋
建
に
よ
る
資
本
の
不
足
、
渇
剰
な
る
低
廉
勢
働
力
の
存
在
は
そ
白

更
に
芳
慮
さ
る
べ
き
も
の
と
し
た
所
調
企
業
の
締
持
方
法
一
般
に
於
け
る
後
進
性
等
の
事
賓
が
存
殺
す

る
。
然
し
己
主
で
は
、
と
れ
ら
の
問
題
或
ひ
は
閥
係
を
一
膝
前
提
と
し
、
し
意
闘
す
る
と
と
る
は
、
主
題
と
す
る
ー
問
題
に
闘
し
、
主
と

長
一
本
的
た
も
の
で
あ
り

し
て
そ
の
具
慎
的
た
事
寅
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

低
生
産
の
諸
指
標

支
那
に
於
け
る
工
業
持
品
酬
の
生
産
性
を
問
題
に
す
る
揚
合
、
そ
れ
は
勿
論
工
業
の
ヨ
リ
・
進
歩
し
た
閥
?
と
の
比
較
に
於
い
て
た
さ

れ
て
ゐ
る
。
然
'L宵
際
に
は
、
支
那
に
於
け
る
工
業
界
働
の
生
産
性
の
耗
皮
を
京
株
に
示
す
E
と
は
閑
難
で
あ
り
、
更
に
そ
れ
を
園

際
的
比
比
較
す
る
己
と
は
一
居
難
事
で
あ
る
。
と
れ
は
池
常
左
資
料
を
快
〈
た
め
で
も
あ
る
が
、
ま
た
元
来
、
.
勢
働
の
生
産
性
を
測

定
す
る
己
と
自
慢
に
困
難
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
単
位
時
間
・
一
品
労
働
者
首
り
の
生
産
物
量
を
求
め
る
Z
と
は
容
易
で
あ
る
。
貯

、
、
、

れ
E
も
一
般
に
は
、
己
れ
は
勢
働
O
生
産
性
と
強
度
と
の
複
合
的
危
結
県
で
る
り
、
従
っ
て
と
れ
を
切
っ
て
直
ち
に
弊
働
生
産
性
の

測
度
と
は
た
し
え
左
い
。

然
し
訟
が
ら
、
己
の
問
題
を
支
那
の
揚
合
に
つ
い
て
見
る
と
昔
、
努
働
生
産
性
の
低
位
は
、
そ
れ
を
規
定
す
る
要
因
の
吟
味
か
ら

其他の問題については、真に弐白槽舎に取抵ょ、預定であ明、従って本稿は、支
那工業努働白借生産佐に闘する分緋昭一部をなナものである。，

，) 以下車に工業或ひは工業努働正官点、場合、それらは勿論活代工業或ひはそこに'
於ける勢働を意味する。

司



、
、
、
、
、

事
貨
の
問
題
と
し
て
確
認

L
う
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
た
だ
一
般
に
後
進
国
に
見
ら
れ
る
や
う
に
、
支
那
に
於
い
て
も
帥
労
働
の
強
度
を

小
た
ち
し
め
る
種
々
の
篠
件
1

1
機
械
化
の
低
位
性
(
但
し
こ
の
騎
は
場
合
に
よ
り
挫
の
方
向
に
も
働
〈
)
、
長
持
働
時
間
、
低
賃
銀
等
l
イ
i

が
存
在
す
る
白
で
、
右
白
如
き
生
産
物
量
が
小
で
あ
る
ー
と
し
て
も
、
そ
れ
が
モ
の
ま
-
A

生
産
性
の
程
度
を
一
不
す
も
の
と
は
言
へ
訟
い

• 
だ
ら
う
o

従
つ
で
こ
の
揚
合
に
は
、
生
産
性
白
測
度
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
生
産
物
量
の
う
ち
に
、
多
か
れ
少
か
れ
強
度
の
ヨ
リ
小
た
恥

る
己
占
が
複
合
的
に
作
用
し
て
ゐ
る
こ
と
を
一
膝
考
慮
し
て
た
か
な
け
れ
ば
怠
ら
な
い
。
若
し
強
度
が
明
で
あ
る
揚
合
に
は
も
生
産
瀞

性
は
、
か
L
る
生
産
物
量
の
比
較
が
示
す
よ
り
ヨ
リ
低
位
に
あ
る
も
D
と
見
倣
さ
れ
る
。
た
だ
一
般
に
は
強
度
が

E
白
程
度
に
複
合
↑

勾，年2
 

和昭

一時
由そ'と醐由

一一
紡支在者拙

的
に
作
用
し
て
ゐ
る
か
を
具
惜
的
に
知
る
己
と
が
困
難
で
あ
る
限
り
、
生
産
性
の
比
較
も
、
右
白
如
き
事
情
白
存
在
す
る
己
と
を
考

慮
し
っ
‘
へ
そ
れ
を
行
ム
よ
り
外
な
い
で
あ
ら
う
。

そ
れ
故
E

h
で
は
、
乙
の
や
う
た
前
提
的
混
考
慮
の
下
に
.
第
働
D
強
度
白
差
が
同
時
に
作
用
し
て
ゐ
る
一
車
位
時
間
・
一
弊
働
者

賞
り
の
生
産
物
量
を
以
っ
て
、
持
働
生
産
性
心
測
践
に
代
用
す
る
。
そ
れ
に
し
て
も
利
用
し
う
る
遁
首
な
資
料
は
少
〈
、
己
白
鞘
に
や

は
り
困
難
を
感
じ
ざ
る
色
得
た
い
け
れ
ど
も
、
申
叫
に
述
べ
る
若
干
の
事
例
忙
依
っ
て

!
l使
宣
上
主
と
し
て
日
本
と
の
比
較
に
止
る

が
|
|
支
那
L
業
に
於
け
る
努
働
生
産
性
の
低
位
た
る
と
と
を
一
臆
知
る
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
b

一
、
紡
績
持
働
の
生
産
性
消
費
手
段
生
探
部
門
の
代
表
的
た
工
業
た
る
綿
締
紡
績
業
(
腕
調
乗
管
一
融
布
も
告
を
の
持
働
生
産
性

に
つ
い
て
は
、
支
郊
に
於
い
て
も
己
の
工
業
の
重
要
性
の
故
に
比
較
的
多
く
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
比
較
遁
牲
を
布
つ
ま
と
ま
っ

た
資
料
は
島
宇
し

E
多
く
な
い
。
然
し
二
、
三
の
事
例
を
あ
げ
れ
ば
足
り
る
だ
ら
う
。
己
、
に
は
日
本
内
地
紡
蔵
、
在
支
日
本
人
紡

績
、
支
那
入
紡
績
の
三
者
の
比
較
を
見
る
と
と
ミ
す
る
が
、
先
づ
突
の
表
は
前
一
一
者
に
闘
す
る
も
の
で
、
昭
和
十
一
年
筆
者
白
調
査

し
た
結
岡
市
を
概
括
的
に
示

L
た
-
も
の
で
あ
あ
o

支
耶
工
業
勢
働
由
健
生
産
性

第
五
十
四
巻

~ 
七

七
七

傍

観

2) 



支
那
工
業
努
働
白
低
生
産
性

第
五
十
四
巻

日
本
内
地
紡
績
と
在
支
日
本
人
紡
績
と
の
持
働
生
産
性
比
較

(A) 

綿
締
二
十
寄
手

EJr詞
一
¥
酬
産
開
ド
嘘
州
問
「
ト

d
d一
時
畳
一
同
上
剖
一

』
崎
隆
L
旧
ι「
任

直

に

直

直

師

厄

三

戸

川

崎

一

在
宣
日
本
師
続
一
一
一
一
一
O
匁
一
千
六
五
鬼
一
六
O
人
一
六
一
了
五
耕
一
=
一
五
三
匁
一
六
千
六
一

• 

B) 

綿
布
細
布
(
幅
三
六
吋
重
量
+
二
封
度
苧
)

「

ト

J
r間
一
一
喜
朗
晶
品
川
員
一
一

N
J一
間
一
位
劃
一
同
上
比
ヱ

「

日

本

内

閣

円

団

岡

山

内

同

門

〕

園

出

品

凶

問

4

2
H陛
L
M匝
何
倍
悼
し
日
「
H
匝

h
H陣
い
は

{
備
考
)
昭
和
十
一
年
下
期
調
査
。
昔
時
大
韓
標
準
的
と
且
ら
れ
た
も
?
主
璃
礎
と
ナ
。

但

L
所
要
人
員
は
最
品
少
と
見
ら
れ
た
も
白
を
採
る
。
一
日
正
時
就
業
時
間
は
日
本
内

地
紡
績
十
七
時
間
、
在
支
日
本
紡
輯
二
十
一
一
一
時
間
と
す
e

七
!I.. 

第

披

-t 
!I、

己
白
表
示
の
結
果
も
極
く
大
間
白

比
較
を
一
不
す
も
の
に
止
ま
る
け
れ
ど

も
、
日
本
と
の
比
較
に
於
い
て
、
支

那
紡
績
持
働
の
生
産
性
が
低
位
に
あ

る
己
と
だ
け
は
一
膝
明
か
で
あ
る
。

卸
ち
一
時
間
・

一
人
営
り
生
産
量
の

比
率
は
、
綿
綜
に
於
い
て
は
、
日
本

一
O
O
K
針
し
支
那
約
六
六
%
、
拍
岬

布
に
於
い
て
は
日
本
一
O
O
K
射
し

支
那
約
七
O
%
と
友
っ
て
ゐ
る
。
と

も

の
岨
割
合
巌
鰭
に
は
既
に
指
摘
し
た
如
く
持
働
強
度
の
差
を
考
慮
せ
ね
ば
た
ら
ぬ
に
し
で
も
、
後
者
に
於
貯
る
低
生
産
性
は
争
は
れ
友

い
だ
ら
う
。

支
那
む
紡
績
業
に
あ
っ
て
も
、
文
那
人
紡
額
白
持
働
生
産
性
は
、
産
支
日
本
人
紡
績
忙
北
し
更
に
劣
っ
て
ゐ
ぁ
。
屡
々
引
用
さ
れ

る
が
、

一
際
い
ま
と
の
調
査
(
一
九
三
一
O
年
由
貴
績
に
よ
る
調
査
)
に
依
る
た
ち
ば
、

る
方
願
廷
教
授
の
調
査
は
、
種
々
の
偲
定
を
含
み
或
ひ
は
比
較
さ
れ
る
封
象
に
異
同
が
あ
る
た
め
比
較
湿
性
に
快
け
る
と
と
ろ
が
あ

一
年
一
人
営
り
の
生
京
量
は
、
綿
柿
脚
に
於
い
て
は
日

Fong， H. D.， 'Cotton lndustry and Trade in Chiria， Vol. 1，1932， pp.-89-99; 
Pea問 e，A. 5.，' The Cotton Indllstry of ]apan and China， 1929， pp~ -I~-?-I64， 
175-180 ;園際貿易局、中岡貸業誌、江蘇省、民図22年，第八縮、 P.14.事参照。
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今
-
九
五
梱
に
針
し
支
那
人
紡
績
九
・
八
五
梱
(
比
唱
は
前
者
一

O
O
に
劃
し
後
者
全
一
・
凹
)
、
綿
布
に
於
い
て
は
日
本
人
初
績

七
入
六
・
三
八
反
に
掛
し
支
那
人
紡
績
二
六
了
七
三
反
(
比
事
は
前
者
一

C
C
に
劃
し
後
者
一
一
ご
一
-
-
一
一
一
)
と
一
弔
さ
れ
て
ゐ
句
?
と
れ
ら
白
結

、
、
、

果
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
内
楠
紡
績
と
の
比
較
に
於
い
て
は
、
支
那
人
紡
績
の
勢
働
生
時
牲
は
著
し
〈
低
位
に
あ
る
E
と
が
知
ち
れ
る
。

而
か
も
図
際
的
に
見
れ
ば
、
日
本
の
紡
絞
務
働
の
生
産
性
は
決
し
て
高
い
と
は
言
は
れ
な
い
円
。
と
れ
に
射
し
支
那
白
場
合
更

ι右

本
人
紡
績
一

の
如
青
欺
態
に
あ
る
と
と
は
‘
そ
の
閥
際
的
水
準
が
如
何
に
低
伸
に
あ
る
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

E
h
K
問
題
は
、

E
の
や
う
友
支
那
紡
績
制
労
働
白
低
生
産
性
は
、

一
般
に
生
時
性
を
規
定
す
る
要
因
の
ろ
ち
、
何
れ
の
も
白
に
ヨ

w
y

多
〈
基
い
て
ゐ
る
か
と
言
ふ
黙
で
あ
る
。
と
れ
も
一
際
存
支
H
本
人
紡
払
聞
と
支
郡
人
紡
紘
と
を
分
っ
て
見
る
必
要
が
あ
る
が
、
前

掲
の
日
本
内
訓
紡
績
と
存
支
円
本
人
紡
頼
主
の
比
較
忙
於
い
て
ほ
、
ム
λ

開
閉
積
の
一
榔
械
が
前
摂
さ
れ
て
屑
り
、
縫
っ
て
、
希
支
日
本
人

紡
績
に
於
げ
る
低
生
産
ザ
の
要
閃
は
、
主
百
円
し
で
勢
働
力
、
特
忙
殺
術
的
能
力
の
慌
一
件
快
に
あ
る
も
の
と
芳
へ
ら
れ
土
号
。

E
れ
に

樹
し
支
那
人
紡
績
に
あ
っ
て
は
、
と
の
外
、
機
械
化
の
科
度
弘
劣
り
、
そ
れ
は
例
へ
ば
特
に
織
機
の
揚
合
に
見
聞
さ
れ
る
。
前
記
の

日
本
人
紡
績
と
D
比
較
に
於
い
て
、
支
那
人
紡
績
の
綿
布
生
産
量
が
特
に
目
立
っ
て
少
い
主
要
た
一
原
図
は
、
前
者
で
は
新
し
い
織

機
、
特
K
自
動
織
機
が
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
に
劃
し
、
後
者
で
は
一
部
友
ほ
古
い
ま
i
h

の
織
機
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
瓢
に
蹄
せ
ら
れ
て
ゐ

he
更
忙
支
那
人
紡
績
の
揚
合
に
は
一
般
に
組
純
化
白
扶
加
も
問
題
で
あ
る
。
，

生
町
手
段
生
産
部
門
に
於
付
与
弊
働
生
時
悼
の
比
較
を
示
す
一
事
例
と
し
て
、
機
械
製
詮
工

業
持
働
の
生
産
性
陀
閲
す
る
関
脊
を
あ
げ
ろ
と
と
が
由
来
Z
。
た
だ
E
L
K
示
す
と
と
ろ
も
、
者
料
の
関
係
土
、
直
接
支
那
人
勢
働

者
を
針
象
と
し
た
調
費
で
は
友
〈
し
て
満
人
勢
働
者
忙
闘
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
我
々
の
い
ま
白
一
問
題
に
つ
い
て
は
、

E
白
調
査
は

充
分
利
盆
性
を
有
っ
て
ゐ
る
。
即
ち
そ
れ
は
、
浦
鱗
大
逗
鍛
道
工
場
に
於
い
て
行
は
れ
た
日
・
揃
技
術
工
白
「
技
能
』
比
較
に
闘
す
る

支
那
工
業
勢
働
の
低
生
産
性

一
一
、
機
械
工
業
界
働
の
生
時
性

第
五
十
四
巻

七
ブL

事事

按

七
:iL 

Fong， 1王 D:，_ i1?i<1.:~ PP.. _ 89'-9~ト
臨村美久、本邦軸業に就いτ、昭和8年、 ¥6頁; Interoati';Hial Labou:.;: 0伍叫

The W~Tld Textile' Industry~ Vor: 1， 1937， pp.却'1-210:参照。
Fong， II. D.， ibid.， p. 92.恒しと b場合自動織槽;d{;1!CD程度目重要性を有つ
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支

部

工

業

努

働

由

借

生

産

性

崎

市

宜

十

四

巻

調
査
で
、
我
々
は
己
の
調
査
か
ら
、
浦
九
葬
働
者
、
延
い
て
支
那
人
持
働
者
の
持
働
能
力
を
知
る
と
と
が
出
来
よ
う
。
調
査
は
、
旋

Fに
O 

第

披

久、

O 

盤
作
業
に
於
げ
る
二
、
一
ニ
の
製
品
の
製
作
に
つ
い
て
行
は
れ
て
居
り
、
そ
白
結
果
ば
究
表
白
如
〈
要
約
さ
れ
る
。
ー

H
-
満
技
儲
刷
工
D
能
力
比
較
(
持
働
者
一
人
営
り
)

理
解
し
得
る
で
あ
ら
う
が
、
注
意
を
惹
f
D
は
C
D
揚
合
で

あ
る
1

己
の
離
に
闘
し
て
遁
べ
ら
れ
て
ゐ
る
-
と
己
ろ
に
依
れ

ぽ
、
己

D
c
m
u
揚
合
に
は
前
二
者
民
一
較
べ
作
業
の
性
質
簡
単
に
し
て
、

E
れ
に
製
し
浦
人
弊
働
者
の
有
つ
優
住
友
鮪
が
遁
癒
し
て
ゐ

る
た
め
と
見
ら
れ
、
更
に
、

浦人皇働著堅 本企基者日品

満 H
(A) 勢働(C) (B) 
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(
備
考
】

陣業改商
白私来錨
事且.豆大
賞、夫蓮

にに華社曲
よよ授遺
るる、工
如。日場
L調精白
。堂技事

館時工賃
三 期由民

欄不技づ
成明曲き
下な比同
はる眠工
鐸もと場
者、訪調
算昭桝査
出和圏、
。凡曲但

年棋し
以エA

E
の
調
査
は
、
蛍
然
同
種
白
生
産
設
備
の
下
で
注
さ
れ
た

も
の
と
見
ら
れ
る
か
ら
.
表
示
の
結
果
は
、
大
悟
勢
働
力
白
質

的
差
異
を
示
す
も
白
と
見
倣
す
と
と
が
出
来
る
。
去
に
よ
れ

ぽ
、
日
本
人
曲
目
働
者
の
方
が
浦
人
勢
働
者
よ
り
概
し
て
優
れ

て
居
り
二
時
間
・
一
人
賞
り
生
産
量
の
、
前
者
に
謝
す
る
後

者
白
一
割
合
は
、

A
白
一
揚
合
に
於
い
て
七
O
%
、
B
D
揚
合
に

於
い
て
丸
三
%
と
た
っ
て
ゐ
る
P

然
る
に

C
の
揚
合
は
訟
で
、

満
人
持
働
者
の
方
が
一
二
丑
%
を
示
し
て
ゐ
る
。

-
と
れ
ら
の
結
果
白
う
ち
、

A
、
E
の
揚
合
は
一
膝
容
易
に

一
般
に
「
街
車
な
仕
事
に
謝
し
で
は
櫛
人
技
工
は
能
率
が
よ
〈

:
共
悠
長
忙
し
て
動
ぜ
ざ
る
性
格
と

簡
車
-
怒
る
仕
事
と
殿
、
飽
〈
事
な
き
性
質
と
は
見
越
す
べ
か
ら
ざ
る
特
徴
』
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
D

然
し
訟
が
ら
、
作
業
の

てゐたかはな陪時時を要する。例.......tfcf. Pearse A. S.. ibid.~ p. 163 
A去最ヨ央、日浦設工白技能比較&鴎測闘槽棋工業私且o
こ回場合別に行はれてゐる適性検査(一般智能及び特陣能力D 検査)によれぽ
一般智能にあヲて世、目、満面技術工の聞に大差ないの陀劃L、特殊能力に
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性
質
が
複
雑
化
す
る
に
つ
れ
て
右
目
・
満
持
働
者
白
能
力
D
悶
き
は
増
し
、

『
段
取
り
を
定
め
て
仕
事
す
.
へ
き
も
の
、
叉
沖
地
頭
脳
を

要
す
る
複
雑
な
る
仕
事
』
に
あ
っ
て
は
、
約
三
O
%
以
上
日
本
持
働
者
の
方
が
優
れ
て
ゐ
る
と
一
言
ふ
。
そ
し
て
乙
白
差
は
、
教
育
程

度
目
相
違
に
基
く
と
と
る
大
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
何
れ
に
し
て
も
右
心
如
く
、

般
的
に
は
日
本
人
持
働
者
白
方
が
優
れ
て
ゐ

にる
方そ こ
ν、と
では
劣否
る定
のさ
でれ
はな
ない
く

*"た
山ピ
分担

坦る
丘想
il'> 句に

よ;於
u、

{壷-
1][ 

E事
宇持
品世
つ日
て延
ゐい
る τ
こさ

聞

と T
が券

古里
れど
勺ー 1 ノ

バ 弊

Z B型
車目 日E
Lゐ 力

:工は
主主必

す=

j長 L
し 切
よ凡

ぅ?
。 ~í .-;;) 
) 県出

(
註
)
た
ピ
支
那
白
槽
械
製
造
工
業
白
斑
蓮
は
睡
品
て
低
く
、
従
っ
て
整
備
さ
れ
た
近
代
的
工
場
た
る
漏
蝿
備
選
工
場
D
-
事
責
を
以
っ
て
支
那
白
機

械
製
造
工
業
努
曲
目
一
粧
を
推
ナ
と
と
は
出
来
な
い
だ
、
b
ぅ
。
然
し
満
錨
鎖
誼
工
場
に
於
い
て
右
白
加
〈
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
支
那
白
一
般
の
槽
械
製

遺
工
業
に
於
け
る
勢
働
者
自
能
力
は
、
ヨ
リ
低
位
に
あ
る
も
白
と
見
倣
し
得
ょ
う
。
夏
に
こ
の
調
査
は
、
同
一
工
場
に
於
け
る
も
白
で
ち
る
た
め
、
と

ふ
で
は
生
産
手
段
目
質
的
差
異
に
闘
す
る
貼
は
全
〈
こ
れ
を
知
り
得
な
い
が
、
支
那
白
機
械
工
業
に
於
け
る
機
械
化
白
低
位
性
は
、
後
に
池
べ
る
と
こ

ろ
に
よ
っ
て
明
か
に
さ
れ
る
だ
ら
う
。
而
か
も
こ
の
場
合
に
於
い
て
も
、
日
本
自
瞳
の
機
械
製
意
工
業
努
働
自
生
産
性
が
、
先
並
工
業
闘
に
比
し
低
に

低
位
に
あ
る
こ
と
か
ら
且
れ
ば
、
支
那
に
於
け
る
そ
の
鴎
際
的
位
地
目
角
さ
は
推
L
て
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

一
、
特
に
筋
肉
作
業
に
於
け
る
冊
目
働
の
生
産
性

前
の
二
つ
白
事
例
は
、
機
械
化
の
程
度
、
並
び
に
持
働
力
に
つ
い
て
は
主
と

し
て
技
術
的
能
力
に
闘
す
る
も
白
で
あ
る
が
、
持
働
力
の
質
に
闘
し
て
は
、
更
に
肉
瞳
的
能
力
削
ち
健
力
或
ひ
は
筋
力
の
如
何
が
問
題

で
あ
る
。

工
業
部
門
に
闘
す
る
所
要
白
調
交
を
い
ま
見
出
し
雄
く
、

た

r
こ
の
賄
に
就
い
て
は
、

己
誌
に
は
他
の
部
門
に
於
け
る

一
、
二
の
事
例
を
一
不
す
が
、
己
れ
ら
白
事
例
は
工
業
労
働
に
闘
し
で
も
参
考
的
意
味
を
有
つ
も
の
と
一
吉
田
へ
上
ぅ
。
そ
白
一
つ
は
斑
米

利
加
で
試
験
さ
れ
た
、
海
蓮
持
働
者
た
る
白
人
火
夫
と
支
那
人
火
夫
の
石
川
採
取
扱
作
業
に
閲
す
る
調
査
で
あ
る
。
そ
の
結
果
に
依
れ

ぽ
、
ボ
イ
ラ
ー
に
石
出
品
を
投
入
す
る
量
は
、
平
均
し
て
一
日
一
入
賞
り
、
支
那
人
火
夫
の
一
=
.
六
O
O
封
度
た
る
に
封
し
、
白
人
火
夫

は
六
、
七
O
O
封
度

ι遣
し
、
帥
ち
前
者
は
後
者
の
五
四
%
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
一
七
日

h
o
他
の
例
は
採
石
揚
に
於
げ
る
も
の
で
|
|

支
部
工
業
勢
働
白
低
生
産
性

第
王
十
四
巻

F又

傍

観

F又

於げる謹動速度中特にr共I!!i動作」にあっては、満人の方が12がf基れて居p、こ
オレが作業結果に影響してゐるとされてゐる。詳しくは、久末次三夫、前掲替、
第十周参照。
久手記末三夫、前掲吾、 3-4頁。9) 



支
部
工
業
勢
働
の
低
生
産
性

第
五
十
四
巻

第

揖

F又

ノ1

此
庭
で
も
鰭
力
が
重
要
友
役
割
を
な
し
て
ゐ
る
!
あ
る
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
共
底
に
於
け
る
吏
那
人
労
働
者
の
作
業
『
能
率
』
は
、

丙
欧
の
持
働
者
の
憶
か
二

O
%
に
し
か
建
し
在
い
と
一
三
円
は
れ
叶
ま
売
ト
ル
ガ
シ
ェ
フ
氏
が
、
同
巴
事
費
陀
開
仁
、
東
支
俄
道
及
び
満

織
の
採
石
場
で
宵
際
に
経
験
し
た
と
と
ろ
に
依
れ
ば
、
や
は
り
西
欧
白
勢
働
者
と
D
比
較
に
於
い
て
、
支
那
人
努
働
者
自
「
能
率
』
は

最
高
四
O
%以
ト
し
に
は
達
し
な
か
っ
た
と
言
向
。
か
く
て
大
関
白
比
較
で
は
あ
ら
う
が
、
『
専
門
家
の
一
般
的
意
見
で
は
、
単
に
人
間

の
筋
力
だ
け
が
用
ひ

ιれ
る
揚
合
、
支
那
白
勢
働
者
は
、
西
欧
の
弊
働
者
に
比

L
僅
か
五

O
%の
能
率
し
か
た
い
正
考
へ
ち
れ
て
ゐ

w
h
』
と
-
2

ロ
ム
。
但
し
と
の
や
ろ
た
見
方
に
針
し
て
は
異
論
も
在
い
・
わ
け
で
紅
い
。
己
の
黙
に
つ
い
て
は
別
に
ま
た
ふ
れ
る
模
台
が
あ

る
だ
ら
う
。

以
上
に
あ
げ
た
比
較
の
事
例
に
は
左
ほ
吟
味
を
要
す
る
鞘
も
あ
る
だ
ら
う
が
、
然
し
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
支
那
に
於
け
る
近
代

的
環
業
部
門
の
弊
働
牛
産
件
、

特
に
工
業
持
働
の
生
産
性
が
犬
鱒
如
何
在
る
水
地
中
に
あ
る
か
を
、

ほ
wh

知
る
と
と
が
山
刊
来
る
と
思

ふ
。
問
題
の
性
質
と

L
て
は
同
様
の
閥
係
忙
あ
る
、
支
那
備
業
時
労
働
の
生
産
性
に
闘
す
る
岡
際
的
比
較
は
、

既
に
ト
ル
ガ
シ
ェ
フ
氏

の
調
賓
に
よ
っ
で
試
み
ら
れ
て
居
り
、
そ
れ
に
依
れ
ぽ
、
支
那
忙
於
け
呂
開
業
持
働
の
止
一
環
快
は
、
岡
際
的
水
準
か
ら
見
る
と
雪
著

し
く
低
い
。

持
働
の
生
産
性
を
規
定
す
る
基
本
的
要
閃
に
つ
い
で
は
既
に
指
摘
し
た
と
と
ろ
で
あ
り
、
更
に
支
那
の
揚
合

ι於
け
る
問
題
に
つ

い
て
も
一
賠
そ
の
所
在
を
明
か
に
し
た
。
攻
の
問
題
位
、
支
那
工
業
界
働
の
低
生
産
性
を
規
定
し
て
ゐ
る
要
閃
が
具
膿
的
に
如
何
た

る
欣
態
に
あ
る
か
と
言
ふ
己
と
で
あ
り
、
毛
由
主
要
た
一
問
題
た
る
械
的
化
の
低
位
性
・
筏
進
性
に
つ
い
て
、
己
れ
を
突
に
明
か
に

し
よ
う
と
思
ふ
。

10) 豊崎稔、日本機械工業の基礎構誼、昭和[6年、第4章、 6章、 7章参照。
.II) d. Torga::;heff，. B. P.. Mining LaboUT in China， 1930， p. 40. 
12) 13) Torgaghe仔B.P.， ibid.， p. 31 
14) Torgasheff B. P.， ibid.， p. 3。



支

那
に
方そ
廿
る
軍:
ョ:
業
部
門
の
き空
主主
古玉

虫口
和J
K 
後
れ
1<己
J伏
態
に
あ
る
古道

は
既
に
人
々
の
生日
る
と
と

ろ
で

あ
り

自P
十
ノ

ヒ
dつ
里i
t亡
自由

14) cf. Torgasheff B. P.， ibid.， IV Effic~ency of恥位ningLabour 
i)'地質調蚕所、静五長中岡鏑業組裏、値t満瞳王糧事務所調査課、北支那鏑業相

要、昭和H年 8月、 254-255頁による。
第五喪中岡鏑業組要一1aし前掲書、 254-255頁。臭承浩、今世中岡寅業誌(上)

機
械
化

ω低
位
性

近
代
工
業
比
於
け
る
機
械
の
有
つ
意
義
は
決
定
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
工
場
の
起
新
を
左
す
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
の
措
置
遠
の
稼

度
は
、
持
働
生
産
性
白
程
度
主
規
定
す
る
最
も
重
要
た
要
因
で
あ
る
。
然
る
に
支
那
の
工
業
に
於
け
る
機
械
化
ー
!
機
械
の
質
的
た

務
建
1

1
の
程
度
は
今
日
程
ほ
一
般
忙
低
く
、
そ
の
結
果
、
持
働
の
生
産
性
は
常
然
阻
害
さ
れ
ざ
る
を
得
た
い
。
E
D
黙
は
殊
に
民

放
資
本
工
業
に
於
い
て
特
徴
的
で
あ
り
、
そ
の
機
械
化
。
低
位
性
・
後
遺
性
は
、
次
に
遁
べ

5
種
々
の
部
両
に
、
己
れ
を
見
向
す
と

と
が
問
来
る
。
以
下
、
そ
の
事
賓
の
要
黙
を
、
必
要
友
限
り
の
根
強
に
言
及
し
つ
t
h

明
か
た
ら
し
め
る
で
あ
ち
ろ
。

一
、
霊
工
業
原
料
生
産
の
快
如

支
那
の
近
代
工
業
に
於
け
る
機
械
化
の
低
位
性
を
問
題
と
す
る
揚
合
、
我
々
は
先
づ
、
己
の

闘
に
於
け
る
重
工
業
部
門
の
賢
建
が
著
し
く
後
れ
て
ゐ
る
己
と
を
あ
げ
な
け
れ
ば
左
ら
泣
い
。
己
白
事
賓
は
、
そ
れ
自
慢
と
の
部
門

に
於
け
る
機
械
化
の
低
位
性
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
更
K
E
の
闘
の
工
業
一
般
に
於
け
る
機
械
化
の
強
展
を
制
約
す
る
重

要
左
要
闘
を
た
し
て
ゐ
る
も
白
で
あ
る
。

一
図
忙
於
け
る
費
本
制
生
産
方
訟
の
殻
建
、
工
業
の
護
展
、
或
ひ
は
機
械
牝
の
向
上
に
よ
る
弊
働
生
産
性
の
靖
迭
に
は
、

)G 

来

そ
の
図
の
重
工
業
部
門
白
夜
遼
・
確
立
は
般
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
宏
保
件
で
あ
る
。
か
t
h

己
保
件
を
快
〈
揚
合
、
や
が
て
一
般
に
工

業
界
働
D
生
産
性
も
低
位
に
な
か
れ
ざ
る
を
得
た
い
結
果
と
友
る
で
あ
ら
う
し
、
従
っ
て
支
那
忙
於
け
る
工
業
持
働
D
生
産
性
の
吟

味
忙
闘
し
で
も
、
そ
の
貫
工
業
部
門
の
一
未
護
法
乙
そ
、
先
づ
注
意
が
向
け
ら
れ
在
け
れ
ば
仕
ら
由
も
の
で
る
ら
う
。

し
て
は
、
第
一
に
、
鋭
、
石
炭
、
動
力
等
に
闘
す
る
一
一
聯
の
蒸
本
的
鮪
工
業
の
殻
誌
は
今
日
友
段
極
め
て
低
い
段
階
に
あ
る
と
共
に
、

支
那
工
業
努
働
U

低
生
産
性

第
五
十
四
巻

F、

告事

按

i' 

3】



支
那
工
業
第
働
由
低
生
摩
性

第
五
十
四
巻

静

観

ノ1

四

I、
凹

第
ニ
に
そ
の
首
然
の
結
呆
と
し
て
、
支
那
の
近
代
工
業
の
左
か
に
あ
っ
て
も
、
機
械
製
造
工
業
D
如
き
持
働
手
段
一
生
産
部
門
の
致
迷

が
著
し
く
後
れ
て
ゐ
る
。

錦
、
石
炭
部
門
の
未
護
建
友
る
事
責
は
、
先
づ
、
か

L
る
基
本
的
原
料
生
産
高
(
特

ι
舗
に
於
い
て
)
白
寡
少
な
る
乙
と
が
こ
れ
を
如

買
に
示
し
て
ゐ
る
と
一
吉
へ
ょ
う
。
特
に
己
の
閣
に
於
け
る
自
立
的
友
重
工
業
原
料
生
産
の
快
如
は
、
そ
の
貧
弱
な
鍍
鋼
業
に
端
的
に

現
は
れ
て
ゐ
る
。
例
を
銑
銭
の
生
産
高
に
と
れ
ば
、
日
文
事
後
前
の
そ
れ
は
年
産
僅
か
に
十
数
高
噸
に
過
ぎ
宇
(
一
九
一
一
二
五
千
一
五
回

一
九
三
同
年
一
五
五
千
噸
)
、
而
か
も
そ
の
大
部
分
吐
葎
式
た
所
詞
土
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
近
代
的

千
噸
、

一
九
三
=
一
年
一
七
三
千
噸
、

一
底
、
目
産
能
力
約
二
千
噸
の
も
の
が
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
学
は
停

頓
或
ひ
は
老
朽
朕
態
に
陥
っ
て
ゐ
て
、
現
貨
に
は
殆
ん

E
役
立
っ
て
ゐ
な
い
。
か
h
A

る
鍛
鋼
業
の
貧
印
刷
さ
の
故
に
、
人
は
文
那

E
呼

ん
で
「
無
鋼
の
閥
』
と
さ
へ
稿
し
て
ゐ
る
。
己
の
一
銭
鋼
業
に
較
べ
る
と
布
茨
の
生
涯
は
幾
分
残
迷
し
て
ゐ
る
が
、
然
し
そ
れ
も
友
ほ
種

危
機
械
生
産
に
よ
る
銑
餓
白
生
産
設
備
は
、

々
の
制
約
の
下
に
た
か
れ
て
ゐ
る
。
動
力
の
議
遣
も
未
だ
低
〈
、
而
も
従
来
そ
れ
は
殆
ん

E
火
力
の
み
に
依
っ
て
居
り
、
点
力
に
於

い
℃
辻
、
利
用
可
能
の
推
定
締
水
力
二
億
馬
力
の
う
ち
、
既
開
費
白
も
の
は
百
分
の
一
に
も
満
た
在
い
と
言
ふ
。

こ
の
十
う
な
重
工
業
服
料
生
産
部
門
白
著
し
い
後
れ
は
、

一
般
に
こ
の
部
門
主
強
く
特
徴
づ
け
る
植
民
地
的
性
格
の
反
映
で
あ

り

そ
の
自
立
的
左
護
法
が
見
ら
れ
な
い
り
も
、

主
閃
は
資
本
的
に
或
ひ
は
技
術
的
に
そ
の
基
礎
を
依
く
と
こ
ろ
に
求
め
ら
れ
よ

ぅ
。
寅
際
に
は
、
支
郊
に
於
け
る
判
決
の
町
蔵
量
は
周
知
の
如
〈
豊
宮
で
め
り
、
鋭
鏑
の
そ
れ
は
豊
富
で
友
い
ま
で
も
営
面
の
需
要

に
と
と
快
く
如
き
朕
態
で
は
な
い
。
然
る
に
そ
れ
ら
は
地
下
に
放
置
さ
れ
た
ま
L

で
ゐ
る
か
、
或
ひ
は
外
岡
資
本
の
制
約
下
に
荷
か

れ
居
り
、
そ
し
て
必
要
な
重
工
業
保
料
は
己
れ
を
海
外
に
仰
い
で
来
た
の
が
現
賓
の
赦
態
で
あ
る
。

ご
、
機
械
製
法
工
業
り
未
渡
迷

重
工
業
原
料
の
生
売
が
と
り
ゃ
う
詮
欣
態
に
あ
る
と
共
に
、
未
だ
機
械
の
需
要
は
少
〈
、
而

民国'7年、 75頁、等参照。
荘源問稿、中岡新工業之|司願典前曙(方願延縮、中岡超音毎回究、下、民図z7年、
所収)5S7頁参照ロ 4) 谷源問、前掲稿、 5S9頁。
初桂、五十年車中闘之工業(申報館、最近之五十年、民同日年、JjfrJj!()、 '3頁。

3) 

5) 



か
も
既
に
指
摘
し
た
如
昔
穏
々
の
問
害
保
件
の
存
花
す
る
と
の
闘
に
於
い
て
、
近
代
的
た
弊
倒
手
段
の
生
産
が
褒
達
し
た
い
の
も
何

ら
怪
し
む
に
足
り
一
な
い
。
そ
の
恭
本
的
部
門
た
る
捕
搾
製
誼
工
業
に
つ
い
て
見
れ
ぽ
、
支
那
の
近
代
的
機
械
製
法
工
業
の
費
生
は
他

の
工
業
よ
り
も
北
較
的
早
く
、
そ
の
端
初
は
、
官
掛
の
兵
器
工
揚
で
あ
っ
た
と
は
言
へ
既
に
一
八
六
一
一
証
ー
に
(
同
油
元
年
)
求
め
ら
れ

る
柄
、
共
後
の
褒
建
に
は
見
る
べ
き
も
の
一
少
〈
、
そ
れ
は
今
日
投
ほ
械
め
て
低
い
段
階
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
o

己
の
部
門
に
は
外
岡
資

本
少

f
、
そ
れ
は
従
来
主
と
し
て
民
族
安
本

rよ
っ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
現
に
そ
れ
に
よ
ろ
蹄
械
製
迭
工
業
の
枕
品
川
は
、
支
那
民
族

資
本
工
業
の
在
か
に
あ
つ
で
も
極
め
て
小
さ
い
。
工
場
法
蓮
用
工
場
(
使
用
券
働
者
一
一
一
十
人
以
上
に
し
で
動
力
使
用
工
場
)
を
針
象
と
す
る
一

九
三
三

1
Z一
四
年
の
奈
支
工
業
調
費
(
担
し
謹
聴
諾
省
を
除
〈
、
調
査
工
場
縛
敷
一
一
、
四
一
ニ
五
工
場
)
に
よ
っ
て
若
干
の
指
標
を
見
る
た
ら
ぽ
、

機
械
及
び
金
属
製
品
工
場
を
合
し
ず
一
工
揚
数
は
合
計
士
一

O
六
、
そ
の
資
本
樹
、
製
品
販
煎
債
額
、
労
働
者
数
等
は
、
そ
れ
ん
¥
全
摺

に
針
し
四
・
一
%
(
二
ぺ
五
五
O
千
元
)
、
一
了
九
%
(
一
三
一
、
八
七
六
千
元
)
、
四
・
五
%
(
二
一
、
七
四
五
人
)
を
占
め
る
程
度
で
あ
弘
。

己
の
や
う
に
量
的
に
溌
達
が
遅
れ
て
ゐ
る
ば
か
り
で
左
〈
、
更
に
問
題
た
の
は
と
れ
ら
の
企
業
並
び
に
そ
己
で
製
法
さ
れ
る
製
品

の
質
的
な
内
容
で
あ
る
。

一
般
に
民
族
資
本
工
業
に
見
る
企
業
の
小
規
模
位
、
機
械
化
白
後
進
惟
並
び
に
持
働
力
の
低
位
性
等
の
事

買
は
、
機
械
製
造
工
業
の
揚
合
に
ヨ
リ
穎
著
に
現
は
れ
て
居
り
、
従
っ
て
ま
た
製
品
も
概
ね
車
純
・
粗
雑
・
劣
悪
な
も
の
が
製
造
さ

れ
る
に
過
ぎ
た
い
。
葎
園
民
政
府
杢
園
経
持
委
員
合
の
手
に
在
る
支
那
の
『
機
械
工
業
報
告
書
』
は
こ
れ
ら
の
事
費
を
一
際
具
時
的

に
一
不
し
つ

L
、
例
へ
ば
設
備
に
つ
い
て
は
『
要
す
る
に
中
闘
機
械
工
揚
D

一
切
の
設
備
は
、
何
れ
も
簡
隔
で
あ
っ
て
、
絶
封
に
外
園

の
進
歩
せ
る
機
械
工
揚
と
の
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
』
と
言
ひ
、
ま
た
製
品
に
閲
し
て
も
「
要
す
る
に
園
産
機
械
は
元
来
そ
の
多
〈

は
模
造
で
あ
っ
て
、
熟
練
の
技
術
、
好
誼
の
材
料
が
な
ぐ
、
叉
完
全
な
る
設
備
に
乏
し
〈
、
そ
の
結
果
、
簡
車
左
も
の
を
模
遣
す
る

に
止
ま
り
!
』

E
E
率
直
に
遁
ペ
て
ゐ
る
。

支
那
工
業
努
働
白
日
出
生
産
性

第

続

丹、

互王

第
五
十
四
巻

l'. 

王

奮闘民政府軍事委員官費源委員骨、中国工業調査報告書〈中量的、民困26年、第
2表、第8表、静Il表，製品販寅償額のみは 1932年分。
醤岡同政府軍き闘鯉情委員曾(民団25年刊)、中立建設費料整備事務所絹聾郁課、
機械工業報告書、'4頁以下。

6) 
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支
那
工
業
勢
働
白
低
生
産
性

第
五
十
四
巻

y、
六

凡
六

策

披

然
し
こ
れ
ら
の
質
的
に
は
低
位
た
園
産
機
械
も
従
来
或
る
程
度
普
及
し
ー
ー
か
ミ
る
事
寅
托
己
そ
ま
た
支
那
工
業
の
特
質
が
存
在

す
る
|
|
日
支
事
境
前
数
ヶ
年
の
事
賓
と
し
て
は
、
支
郊
に
於
け
る
機
械
類
の
需
要
年
額
概
算
約
八
千
高
一
冗
白
v

っ
ち
、
輸
入
品
五
千

七
百
六
十
寓
元
(
一
九
=
二
年
|
三
五
年
白
年
平
均
)
に
封
し
約
二
千
二
百
三
十
高
元
(
こ
れ
ら
の
う
ち
に
は
一
部
若
干
の
農
業
用
槽
械
を
も
含
む
)

削
ち
約
三
割
近
く
が
凶
崖
日
聞
を
以
っ
て
充

τら
れ
て
ゐ
た
(
韓
入
品
は
外
凶
費
車
工
場
使
用
自
分
聖
も
合
ん
で
ゐ
る
の
で
、

民
族
費
亭
工
場
だ

け
に
つ
い
て
言
へ
ぽ
、
と
の
割
合
時
頁
に
高
〈
な
る
)
。

そ
の
製
品
白
種
類
も
必
ヂ
し
も
少
〈
は
な
い
。
た
ピ
そ
の
賓
質
的
内
容
が
右
白
如

曹
司
も
の
で
あ
る
限
り
、
か
h

る
園
産
機
械
の
利
用
は
自
ら
低
生
産
性
の
要
因
と
し
て
働
い
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

支
那
に
於
け
る
機
械
製
造
工
業
白
褒
達
が
後
れ
て
ゐ
る
結
果
、
圏
内
の
工
業
で
需
要
さ
れ
る
機
被

類
は
、
前
記
の
如
く
な
ほ
多
く
轍
入
に
倹
つ
亡
ゐ
る
。
然
し
乙
れ
ら
の
輪
入
機
械
に
閲
し
て
こ

L
に
吟
味
さ
る
べ
き
は
そ
白
質
D
結

三
、
搬
入
機
械
白
低
位
性

に
つ
い
て
ぜ
あ
る
。

一
般
に
後
進
圃
D
揚
合
に
さ
う
で
あ
る
や
う
に
、
支
却
に
於
い
て
も
そ
の
輸
入
機
峨
は
先
進
工
業
闘
に
仰
い
川
で
屑
り
、
即
ち
従
来

そ
の
主
要
供
給
困
は
、
英
圃
を
は
じ
め
米
園
、
日
本
、
濁
泡
等
で
あ
る
。
例
へ
ば
一
九
三

O
年
以
降
五
ヶ
年
間
に
於
け
る
支
那
D
機

械
輸
入
綿
額
の
う
ち
入
割
以
上
は
己
れ
ら
の
諸
閣
か
ら
D
も
白
で
あ
っ
た
。
と
れ
に
は
勿
論
民
族
資
本
工
場
の
需
要
ば
か
り
で
た
く

外
岡
資
本
工
揚
で
使
用
さ
れ
る
も
白
も
合
ま
れ
て
ゐ
る
。
然
し
何
れ
に
し
て
も
こ
の
や
う
に
輸
入
機
械
白
犬
半
が
先
進
工
業
固
か
ら

。
製
品
で
あ
る
限
り
、
モ
白
質
白
鮎
に
つ
い
て
は
一
際
問
題
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
事
買
は
必
宇
し
も
さ
う
で
は
左
い
。
特
に

問
題
は
民
族
資
本
工
揚
白
揚
合
に
存
在
し
、
そ
こ
で
は
線
入
機
械
白
低
位
性
は
ま
た
見
逃
し
得
た
い
事
寅
を
な
し
て
ゐ
る
。

邸
ち
と
れ
ち
の
工
場
に
あ
っ
て
は
、
轍
入
機
械
に
於
い
て
も
必
宇
し
も
精
巧
・
優
秀
な
も
の
が
求
め
ら
れ
宇
(
言
ふ
迄
も
な
〈
こ
れ

ら
は
ヨ

P
高
債
で
あ
る
)
、
む
し
ろ
ヨ
リ
粗
悪
で
も
安
債
た
も
の
を
求
め
ん
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
、
事
賞
E
の
や
う
た
揚
合
は
少
〈

金困組関委員骨、前掲、邦課、 9頁、 50-52頁。 f日Lこ白慣額には、串校、研究
掛闘且'u'工場附設白機械工場白骨は告まずロ調査年度は最近といふのみで明
確でない。 玄たとの償額が Eれ程正確なものであるか、なほ時昧を要するで
あ bうが、一腹前掲需に従点、。
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左
〈
、
往
々
中
古
日
間
で
間
に
合
は
せ
も
あ
る
。
従
っ
て
工
場
が
設
立
さ
れ
て
も
、
そ
白
内
容
は
醤
式
友
二
、
三
流
の
設
備
を
以
っ
て

装
置
さ
れ
る
と
言
ム
如
き
事
賓
が
少
く
な
い
。
か
k
A

る
事
貨
は
支
郊
の
代
表
的
工
業
た
る
紡
績
誕
の
如
き
に
於
い
て
も
見
出
さ
れ
、

郎
ち
こ
白
揚
合
に
於
い
て
も
、
従
来
古
物
を
輸
入
せ
る
如
き
事
貨
は
必
宇
し
も
株
で
は
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ

h
o
轍
入
機
械
の
粗
悪

な
剛
知
に
於
い
て
、
更
に
著
し
い
例
と
し
て
は
、
機
械
製
造
工
業
に
於
け
る
工
作
機
械
の
如
き
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
前
掲
の
「
機
械
工

業
報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
支
那
の
機
械
製
造
工
場
で
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
工
作
機
械
の
大
部
分
は
蘭
産
品
で
輸
入
品
は
一
部
に
止
ま
る

が
、
然
し
そ
白
輪
入
品
に
闘
し
て
は
次
白
如
く
漣
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

使
用
せ
る
Z
作
曲
械
に
闘
し
『
・
各
工
場
に
就
い
て
調
査
し
て
見
る
と
、
英
、
末
、
湖
、
日
華
白
製
品
で
あ
っ
て
、
多
〈
は
奮
式
で
あ
一
る
か
或

は
槽
世
白
非
精
巧
な
も
白
で
あ
る
。
蓋
し
件
国
土
D
韓
入
せ
る
中
国
由
工
作
機
は
、
概
ね
奮
式
白
も
の
か
二
年
品
で
あ
っ
て
、
本
園
田
使
用
に
適
せ
ざ

る
も
白
に
、
若
干
白
修
舗
を
加
へ
て
、
低
廉
に
賀
捌
い
た
も
四
で
あ
る
。
中
国
人
は
好
ん
で
廉
債
な
も
白
を
購
入
し
、
高
値
な
附
世
帯
怯
あ
る
精
巧
な
る

槽
械
を
購
入
す
る
宥
は
措
ん
E
稀
で
あ
る
。
犬
貴
生
産
に
品
要
な
る
工
作
機
械
を
使
用
す
る
も
白
に
至
つ
て
は
更
に
砂
い
』
然
し
と
の
宇
う
な
事
貨
の

裏
に
は
.
車
に
機
械
主
賓
り
つ
け
よ
う
と
す
る
井
岡
白
樺
械
版
買
業
者
四
校
掛
な
手
段
が
E
の
程
度
に
か
働
い
て
ゐ
る
乙
と
も
見
越
せ
な
い
だ
ら
h
。

輸
入
機
械
広
於
け
る
こ
の
干
う
な
低
位
性
も
、
直
接
的
に
は
、
己
の
固
に
於
け
る
産
業
資
本
白
未
議
一
連

ιよ
る
資
本
の
不
足
、
特

に
不
抽
出
資
本
白
節
約
、
低
廉
・
不
熟
練
持
働
力
の
利
用
、
共
他
企
業
経
営
方
法
に
於
け
る
後
進
性
等
の
事
買
に
基
く
も
白
で
あ
る
。

阜
・
に
抽
象
的
に
言
ふ
な
ら
ば
、
新
し
く
工
業
化
白
過
程
に
あ
る
固
で
は
、

一
一
降
、
先
進
国
に
於
け
る
ヨ

H
進
歩
し
た
機
織
を
利
用
し

得
る
可
能
性
を
有
つ
が
、
一
然
し
れ
う
し
た
己
と
が
一
般
に
可
能
と
な
る
に
は
勿
論
一
定
の
僚
件
を
必
要
と
す
る
。
支
那
の
民
族
資
本

工
業
に
於
い
て
は
か
L
る
保
件
を
快
〈
と
と
ろ
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
工
業
化
、
殊
に
進
歩
し
た
機
械
を
以
っ
て
装
備
せ
ら
れ
る
工

業
化
は
必
然
的
に
制
約
喜
れ
ざ
る
を
得
泣
い
の
で
あ
る
。

問
、
入
力

ιよ
る
機
械
の
駆
逐

如
上
の
諸
事
賓
は
、
支
那
民
族
工
業
に
於
け
る
機
械
化
の
後
進
牲
を
示
す
も
り
に
外
注
ら
註

支
部
工
業
勢
働
白
儒
生
産
陸

第
五
十
四
巻

F、
七

俸

掛

F、
七

戸田義郎稿、支那紡績舎世田鰹替について、支那肝究、昭和10年3月、218頁，
西川専 、棉工業主棉締輔布(支那担問綿質第三三極)、大JEI3年、 112頁参照。
金闘紹静委員官、前掲邦課、 17頁。
金図解漕委員官、前掲邦謀、 43頁参照。
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支
那
工
業
努
働
の
低
生
産
性

第
五
十
四
巻

第

蹴

ノ、
丹、

f、
J、

い
が
、
己
の
と
と
は
、
更
に
、
不
抽
出
資
本
、
特
に
固
定
資
本
白
不
足
・
節
約
並
び
に
低
賃
銀
持
働
者
の
利
用
に
よ
る
機
械
の
利
用
制

限
或
ひ
は
そ
の
髄
遂
に
よ
っ
て
一
段
と
強
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
そ
と
で
は
、
暫
官
に
存
有
す
る
低
賃
銀
冊
目
働
者
を
多
量
に
利
用
す

る
と
共
に
且
つ
充
用
同
定
資
本
を
出
来
る
だ
け
節
約
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
機
械
力
を
人
力
に
代
へ
て
ゐ
る
の
が
左
ほ
現
賓
の
段
階

で
あ
り
、
己
お
に
ま
た
機
械
化
の
阻
害
保
件
が
存
在
す
る
。
と
れ
ら
の
事
貧
民
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
ま
た
、
安
本
白
有
機
的
構
成
白
低

位
む
示
す
も
白
に
外
注
ら
友
い
。

と
の
や
う
た
機
械
力
に
劃
す
る
入
力
の
代
位
は
、
支
郊
の
工
業
、
特
に
民
族
資
本
工
業
に
於
け
一
る
多
か
れ
少
か
れ
一
般
的
た
事
寅

で
あ
り
、
そ
り
重
要
友
一
特
質
を
た
す
も
の
で
あ
る
。
己
の
と
と
は
屡
々
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
と
巴
ろ
で
あ
る
が
、
例
へ
ば
方
顛
廷
数

授
J土

『
支
那
の
工
業
化
の
顕
著
た
特
徴
は
勿
論
程
々
存
在
す
る
が
、
人
力
を
重
ん
じ
て
機
械
力
の
利
用
を
軽
ん
歩
る
と
と
は
特
に

著
し
い
特
徴
で
あ
る
山
と
言
ひ
、
ト

1
ネ
イ
教
授
も
支
那
の
工
業
化
に
闘
し
『
支
那
の
住
民
の
最
も
重
犬
友
経
済
的
快
陥
を
れ
は
極

め
て
重
大
た
快
陥
で
あ
る
j
は
.
人
口
描
剰
の
た
め
に
、
人
間
の
第
働
が
廉
い
己
と
で
あ
り
J
て
の
結
巣
、
葬
働
が
も
っ
と
高
債
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
師
同
区
平
ぐ
か
ら
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
た
筈
白
機
機
の
採
用
が
妨
げ
ら
れ
て
ゐ
る
』
と
遁
ぺ
て
ゐ
る
。
支
那
D
最
も
後
建
し
た

工
業
地
帯
た
る
上
梅
に
於
い

τも
、
民
族
資
本
工
業
に
あ
っ
て
は
、
動
力
の
利
用
は
未
だ
少
〈
勢
ひ
近
代
的
危
機
・
械
の
一
利
用
も
甚
だ

限
定
さ
れ
て
居
り
、
動
力
機
械
の
代
り
に
未
だ
手
動
機
械
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ム
ゃ
う
左
揚
合
が
及
促
少
〈
た
い
。
各
工
業
に

つ
い
て
見
て
も
二
般
に
か
L
る
機
織
力
に
針
ず
る
人
力
の
代
位
は
、
己
れ
を
種
々
の
部
固
に
見
出
し
得
る
が
・
紡
績
て
拍
明
白
如
き
於

い
て
も
、
作
業
の
種
類
に
よ
っ
て
は
友
ほ
そ
白
例
外
を
な
し

τ
ゐ
左
い

五
、
機
械
管
理
上
白
不
備
・
快
陥

既
に
流
一
ぺ
た
や
う
に
、
支
那
白
工
業
、
特
に
民
族
資
本
工
業
に
あ
っ
て
は
、
機
械
に
草
純
・

組
雑
在
も
の
が
少
〈
た
〈
、
而
か
も
そ
白
利
用
さ
へ
制
約
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
更
に
機
械
の
低
位
性
に
臨
し
て
は
、
そ
の
使
用
・
管
迎

方願廷稿、中岡之工業化奥郷村工業(方頼廷縮、前掲書、所収)、 620頁。
そrawney，R. H.， Land and Labour in China， 1932， p. 135 
Lieu， D. K.，The Growth and IndustrialI?ation .of Shanghai， 1936， p. 106. 
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上
に
於
け
る
不
備
・
快
陥
に
言
及
し
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

剖
ち
一
般
に
民
族
資
本
工
業
に
於
け
る
資
本
の
不
足
・
節
約
、

侍
続
的
た
非
近
代
的
経
替
方
法
、

等
々
白
事
費
は

そ
の
常
然

の
結
果
と
し
て
、

機
械
の
使
用
・
管
理
に
も
反
映
し
、

E
L
に
そ
の
低
位
性
は
一
居
助
長
せ
じ
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

蕎
式
化
し
た

(。官。

EO)
機
械
が
そ
白
士
、
放
置
さ
れ
充
分
更
新
さ
れ
る
と
と
の
友
い
如
苦
・
そ
の
重
要
た
一
事
例
E

と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
か
a込

る
事
寅
は
E
れ
ま
た
一
般
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
、
上
海
の
民
族
資
本
工
場
に
つ
い
て
見
て
も
、
そ
の
使
用
機
械
の
多
く
は
葎
式
化

せ
る
も
心
と
見
徹
さ
れ
る
だ
ら
う
、
と
言
は
れ
て
ゐ
ヲ
旬
。
最
も
大
規
模
左
近
代
工
業
た
る
紡
績
業
に
於
い
で
さ
へ
、
一
般
に
減
慣
鈴

却
費
の
計
上
の
如
き
殆
ん

E
閑
却
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
が
少
〈
た
い
。
か

L
Z
黙
は
北
ハ
の
他
の
工
業
に
於
い
て
も
同
様
忙
一
言
ひ
得
る
で

あ
ら
号
。
か
〈
て
は
機
械
の
更
新
・
改
善
が
阻
害
さ
れ
る
の
も
常
然
で
あ
る
。
而
か
も
機
械
の
酷
使
は
甚
し
く
、
そ
の
結
果
機
械
の

磨
滅
、
破
損
た
ど
の
程
度
も
大
友
ら
し
め
ら
れ
て
ゐ
る
は
や
で
あ
る
に
も
拘
ち
ゃ
、
む
し
ろ
特
繕
は
屡
々
聴
硯
或
ひ
は
無
関
さ
れ
て

ゐ
る
の
が
賞
情
で
あ
る
。
そ
と
で
は
機
械
の
積
極
的
た
改
良
の
如
昔
勿
論
多
く
は
放
棄
さ
れ
ざ
る
を
得
注
い
だ
ら
う
。
乙
の
や
う
た

種
々
の
事
賓
が
機
械
化
の
低
位
性
を
更
に
深
め
、
そ
れ
が
同
時
に
生
産
性
を
ヨ
リ
低
か
ら
し
め
る
要
因
と
怒
っ

t
ゐ
る
己
と
は
容
易

に
想
像
し
得
ょ
う
。

我
々
は
以
上
に
於
い
て
支
郊
の
近
代
工
業
、
特
に
民
族
費
本
て
業
忙
於
け
Z
勢
働
の
低
生
産
性
に
闘
し
、
機
械
化
の
低
位
性
・
後

進
性
の
事
賓
bz
中
心
と
し
て
そ
の
主
要
た
黙
と
芳
へ
ら
れ
る
と
E
ろ
を
殺
活
し
た
。
そ
と
に
は
明
か
に
今
日
の
民
族
資
本
工
業
に
於

け
る
機
械
化
の
限
界
が
見
出
さ
れ
る
。
而
か
も
己
の
や
う
た
事
貨
は
、
皐
忙
筒
々
の
機
械
忙
う
い
て
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
在
く
、

そ
れ
は
更
に
、
そ
れ
自
位
ま
た
生
産
性
を
制
約
す
る
と
と
る
の
他
の
諸
依
件

i
l例
〈
ば
企
業
規
模
に
到
す
る
制
限
、
ヱ
揚
に
於
け

る
組
織
化
の
快
如

l
lの
下
に
沿
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
己
れ
ら
の
黙
は
更
に
別
白
課
題
と
し
て
取
扱
は
う
と
思
ふ
。

支
那
工
業
努
働
白
低
生
巌
性

告事

揖

停
五
十
四
巻

ノ寸L

:!L 

"ら

ヌL

例へぽ従来自動織機は普及せず、総機白如きもなほ屡々手で蓮輔されて車た。
Lit:u， D. K.， ibid.， p. :102 
cf. Fong， 1-1. D.， ibid.， pp. 224-227; Pearse， A. S.， ibid.， p. 189 
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